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秋元先生が逝ってしまわれた｡ 既に2009年の秋頃に不治の病に冒されているとのこ
とを聞いていたのだが, それでも私にとっては仲の良かった同年代の同僚の早すぎ
る他界は, 2010年の４月以降ずっと記憶の中で何か言いようのないわだかまりのよ
うなものとなって残ってしまっている｡
秋元先生は, 快活ながらも温厚な人柄で, いつも親しく声を掛けて下さった｡ それ
でも, 最後の時期に全体授業でお会いしたときなど, 恰幅の良かったお身体がかな
りやつれておられて, しかもかなり疲れた表情をされていたのが今も記憶に残って
いる｡
学部では, 秋元先生の研究の方向が評価されることは, 今まで一貫して, まったく
なかったと言っても過言ではないだろう｡ 私自身も, 秋元先生の研究発表について
お聞きすることはなかったし, フランス文学あるいは言語学, ソシュールに始まる
記号学などを授業でお持ちになっていたので, その方面の研究をされているとばっ
かり錯誤していた｡ しかし, この追悼の辞や業績をまとめる作業にあたってから,
それは秋元先生の研究の一部にしか過ぎないことを悟った｡
学部の面からすれば, 専任の教員の中に文学に関して専攻して研究してきた人, あ
るいは言語学を専門で教える人がいなくなってしまったのは, 非常に残念である｡
もちろん, 自然言語と呼んでいた語学に関して, フランス語の専任がいなくなって
しまったのも, 超領域と自称する学部の多様性を狭めるばかりの効果しか持たない｡
実情に合わせて, カリキュラム的に劣化を繰り返して行く学部では, 言語学や詩学
などに関しての専任の教員が今後も採用されることがないだろう｡ 秋元先生の前任
のフランス語の森永徹先生も, 森永先生は丸山圭三郎の門下の人だったのだが, こ
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の学部の創設のときに奔走され, 今となっては必要以上に高邁な理念などの策定に
も関わられていたが, 秋元先生と同じ肺癌でまだこれからという働き盛りのときに
若くして他界された｡ この因縁も含め, フランス語で言語学に携わり, かつ喫煙を
される方というのは, 今後絶対採用の対象にならないような気がする｡ と言っても,
それやこれも飽くまでも学部の組織に捕われた視点である｡ ここでは, 秋元先生個
人のことをその著作などから追想したい｡
秋元先生の研究, 創作, 評論の領域は赴任されて以降非常に幅広くなっており, そ
れは同人誌への寄稿や授業の展開などにも顕れてきていたのである｡ このことは学
部では一貫して無視されてきたように思える｡ この学部は, それほど教員個人間の
研究についての交流を自ずと限るような制約が嵌められていると改めて認識せざる
を得ない｡ ローマ帝国の政策手法である ｢分割して統治せよ｣ は, この学部の専任
教員の中に徹底されている｡ 超領域にも拘わらず, 教員がお互いに相手の研究など
について一貫して無関心・無理解の状態に置かれていたのではないか｡ もちろん,
学部創立10周年記念論文誌などのために発表の場が設けられたが, 単なる一時的な
ものであり, 穿った見方をしてしまえば, 飽くまでも体制の枠組みの範囲内でのみ
の交流, 理解に留められているように思えてならない｡ そのようなことや闘病生活
の最中でもあられたため, ｢10周年｣ と名のつく学部の刊行物に秋元先生からの寄
稿はない｡ 私自身では秋元先生の評論や著書, あるいは詩作というものを亡くなら
れてから初めて, 大きな重みと痛みを伴ってその一部に接することができた｡ 秋元
先生という詩人あるいは文学の伝達者を失ったことは, 日本の文化においては大き
な損失なのではないかと確信するに至る｡
略歴からすれば, 秋元先生とは同じ高校・大学であるので, 若い時分にキャンパス
でお会いしたことがあるのかも知れない｡ クラリネットも吹かれていたらしいから,
たぶん大学のオーケストラにも所属していたのではなかろうか｡ 私の方が若干年下
であるが, 卒業時期などを考えると同じ期間に大学や大学院を過ごしていたことが
わかる｡ しかし秋元先生は博士課程在学の頃から, 『三田文學』 や 『藝文研究』 に
も寄稿されてきた｡ 詩人の評論という分野では早くから頭角を顕してきたのを窺い
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知ることができる｡
研究は, 国文学を卒業され, たぶん学士入学されて, 仏文の方に行かれたのだと思
う, その卒業論文の頃から, 一貫してテオフィル・ゴーティエを研究されていたこ
とがわかる｡ ゴーティエに関しては, お書きになられた論文を拝読するだけで, 私
自身はあまりよくわからない｡ しかし, ゴーティエを終えられた後の吉岡実, レオ
ン＝ポオル・ファルグについては, その詩文も含めて伝えるところ, あるいはそれ
が秋元先生の語り口を通して伝えられるものについて, かなり共感することができ
る｡ これは私だけでなくて, インターネットで調べると, 秋元先生の語り口のファ
ン, それは主に著作の読者であるが, かなりおられるというのがわかる｡ 秋元先生
の所属の学会などを見ると ｢西脇順三郎の会｣ というのが目に入る｡ 秋元先生御自
身では, 西脇順三郎についての著作はまとまった形では残されていないが, その会
において, 講演〈吉岡実と西脇順三郎〉というタイトルでお話をされたらしいとい
う記録が残っている｡ つまり, ｢西脇順三郎｣ についても秋元先生は, 評論の筆頭
に数え上げられる立場におられたということがわかる｡ この講演の記録もあるらし
いので, できればこのような内容についても, 今からでも文字にして刊行して残し
ておきたいように思える｡
レオン＝ポオル・ファルグにしても, 吉岡実にしても秋元先生がその真摯な評論の
対象にしていたのは, 詩人であったということに今一度注目したい｡ 詩人は言葉の
遣い方が, 凡人の感性とはまったく異なる｡ 特にこの二人については, 言葉の遣い
方が私に言わせれば ｢非常に厳しい｣ ものであり, その言葉を表面的な羅列として
読んだり聞いたりしただけでは, 難解な内容のものであるような印象を受ける｡ そ
の中で, 秋元先生の独特の柔らかい語り口で詩の周辺にまつわる話を静かにして下
さる｡ そうして, 読者には, その言わんとしている情景が彷彿としてくる｡ このよ
うな詩人の言葉を静かに凡人に伝える研究者がいなくなったのは, 我々の文化にお
いて大きな喪失以外の何者でもないような気がしてくる｡ 詩人そのものだけなく,
その伝道者においても, 詩人並みの ｢ことば｣ に対する鋭敏な感性が必要である｡
秋元先生の著作を読めば, 秋元先生自身が ｢ことば｣ の鋭敏な遣い手であったこと
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を感じる｡ また, ｢レオン＝ポオル・ファルグの詩｣ という著作の最後の方の章に
おいて, オレンジ色の全詩集を手に入れ, レオン＝ポオル・ファルグの信奉者が日
本の戦前戦後にいる｡ ことがあまり世に知られていないのを残念に思っていると書
かれている｡ その秋元先生自身が, あまりに世に知られずして去らなければならな
いという, 自分自身の早世への懸念が秋元先生の胸中に既に去来していたのではな
いだろうか｡
｢ことばと記号｣ という秋元先生が担当されていた授業についても触れておきたい｡
カリキュラム的にはこの科目が春学期にあり, 秋学期は ｢言語思想論｣ という科目
が続く構成になっている｡ 春にことばと記号で, 言語学や記号学についての導入を
学んだ学生が, 秋に言語思想で, ソシュールの思想やロラン・バルトなどについて
触れられるように構成されている｡ 秋元先生が赴任された直後のシラバスを見ると,
そのような展開で授業構成されていたのがよくわかる｡ しかし, 2003年にカリキュ
ラムの改訂があり, このとき秋元先生は ｢言語と記号｣ という科目名から, この
｢ことばと記号｣ という科目名に変えられた｡ この名前の変更の由来は気になって
はいたが, ｢言語｣ を ｢ことば｣ という ｢ひらがな｣ にしたことは個人的には高く
評価していた｡ しかし, 内実の変化もあったことはつい近年になってから知ること
になる｡ 2004年のシラバスを見てみると, そこで秋元先生は ｢ビジュアルポエム｣
を扱うという形で内容を変えているのだ｡ これは秋元先生の評論の対象領域でもあ
る｡ もちろん, ｢ビジュアルポエム｣ も ｢ことばと記号｣ への切り口には間違いな
いと思う｡ 振り返って考えてみれば, 学生にいきなり言語学を持ち出すのもこの学
部の学生のレベルを考えると酷であるように思える｡ そのため, 秋元先生が学生に
も視覚的に馴染みやすいビジュアルポエムを授業の教材に据え, そのための前振り
として科目名を ｢言語と記号｣ から ｢ことばと記号｣ に改めたのも担当者の妥当な
判断であるように思える｡
個人的には, ビジュアルポエムで思いつくのは, マラルメ (Stéphane Mallarmé)
や構成主義のタイポグラフィで有名なエル・リシツキー (El Lissitzky) などであ
るが, 秋元先生は授業回数の最初の方では, そのような有名どころも扱っていたの
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だろう｡ しかし, シラバスのその後の項目に出てくるのは, 日本人の名前ばかりで
ある｡ 最後の方の, 2009年のシラバスから紐解いてみよう｡ 福富保男, 北園克衛,
萩原恭次郎, 高橋昭八郎, そして中川千春といった人々の名前が連なっている｡ た
とえば, 北園克衛については, 秋元先生の評論の中にもある｡ つまり, 秋元先生は
自分の研究成果の一部を大学の授業内容として開示してくれていたのではないかと
思えるのである｡ 他の人として, 高橋昭八郎氏は, 秋元先生が寄稿していた同人誌
『gui』 (｢ギ｣ と読む) の表紙を飾っている｡ 毎回タイポグラフィを用いた面白く,
しかも清冽な感じのする表紙にできあがっている｡ 中川千春氏は, 『Ultra bards』
(ユルトラ・バルズと読む) のメンバーで同じ活動をしていた同志である｡ このよ
うな同時代に協動している人々の生の作品を秋元先生独特の切り口で扱ってくれて
いたことに感謝したい｡ この授業では, まだビジュアルポエムを扱う以前の授業の
ことになるが, 言語学について提出された学生のレポートが Web のコピーのその
ものであることを確認した秋元先生が, 次の授業回で ｢こんなのはレポートではな
い！｣ と怒鳴られたというエピソードも伝え聞いているが, ビジュアルポエムを扱
うようになって, 学生達にとってもそんな丸写しをしなくても済むかなり面白い体
験ができる授業になったのではないかと思う｡ また, 当時の怒鳴られた学生達も自
分の言葉を紡げるようになってから卒業できたということを秋元先生から直接聞い
たことがあった｡
秋元先生の担当科目については, 亡くなられた後も学部との因縁がある｡ 秋元先生
の活動はこの学部では知られていないため, その後のカリキュラム改訂では, 当初,
このシラバスの内容から, ｢この科目も言語思想論もいらない｣ とされた｡ これを
覆すのにかなり骨を折った｡ ビジュアルポエムに関しての無理解・無関心から, こ
の ｢ことばと記号｣ という科目が不必要だと思われたのである｡ 自分たちの研究や
授業だけが重要で, 他の分野の研究に無関心になるということが学部の風潮になっ
た結果, 学生のために工夫を凝らしたこの授業内容がまったく気にいらなかったの
である｡ なんとか, この科目を残すことができたが, つまらない政局政治みたいな
状況の配下において, この科目の名前を ｢社会と記号｣ という窮屈な名前に変容あ
るいは異化してしまった｡ 秋元先生への ｢ことば｣ に対する真摯な鋭敏性に対して,
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尊敬の念が少しでもあれば, このような顛末には到らなかったのではないだろうか｡
詩人としての秋元先生は, 『ユルトラ・バルズ』 の2009 Autumn vol.16に認められ
た ｢詩三篇｣ が一番印象に残る｡ 夫人によると, 近年に発表された詩については,
いずれも ｢詩三篇｣ とし, いつかはまとまった作品集にするつもりであったという
ことだ｡ ｢詩三篇｣ の中の多くは, 夢に見たような心象風景についての叙述になっ
ているが, 特に風景描写については, 抜きんでた美しさを纏っているように思える｡
このような詩作は, レオン＝ポオル・ファルグや吉岡実のちょっと辛辣とも思える
詩とはまた一線を画するように思える｡ 美しい心象をそのまま言葉に綴る秋元先生
の作品に魅了される人は多いのではないだろうか｡ この2009年には, 自分の病気が
既に悪化していることを悟った上での言わば辞世の詩があり, そこから断片を拾っ
て掲載する｡
夾竹桃や赤松のなか
薮鶯と蜩とが鳴きわたる
山荘の夏の涼しい午後
出来うれば私はそこで死にたい
愛用の品々に囲まれ
愛する人たちと何気ない会話を交わす間に
一人だけ階下に降りてゆくように
願わくは死よ我が命を静かに捕らえたまえ
お別れのための会は, カトリック碑文谷教会であったが, 教会だからこそ, その式
はミサの形で行なわれた｡ 著作や吹かれていたクラリネットも飾られてあったし,
式の弔辞の中でこの詩も紹介された｡ 若くして残された夫人, まだ元気盛りの幼い
子どもたちに囲まれてのものであった｡ そこで川口顯弘先生が ｢この頃の若い人な
どはフランス文学に興味を示さない｣ と嘆いておられたが, そのようなことは杞憂
かも知れない｡ いつの時代にも ｢ことば｣ に鋭敏な感性を持つ人は出てくるだろう｡
もちろん数は少ないだろうが, そのような鋭敏な感性を持つ若い人々の中には, レ
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オン＝ポオル・ファルグや吉岡実のような詩に触発されることがあるのではないだ
ろうか｡ いまだに少なからずのファンがいて, その魅力を説き聞かせてくれた秋元
先生のように｡ そして, その秋元先生にもファンが存在し, これからも彼らの詩作
の世界を継承してくれるように思える｡ 弔辞を詠まれた中川千春氏もまったく同じ
ことを述べておられるが, あと数年, 秋元先生に詩作の時間が与えられるべきであっ
たと思う｡ また, 秋元先生にフィクションを書いてもらいたかったという声も聞か
れる｡ 梶井基次郎が本格的な小説を書き切る前に他界してしまったことを嘆く人が
多いのと同様に, 秋元幸人の本格的な詩作・小説執筆のための時間をあと少しだけ
でも欲しかった｡ 形式的で時間だけを拘束する雑務などで煩わせたくはなかった｡
その時間を自由な創作のために使って欲しかった｡ このことが悔やまれてならない｡
ミサはレクイエムの形式であるから, 最後にフォーレのレクイエムの典礼の ｢Libera
me｣ という曲から引用して次のようなことばでお別れの辞としたいと思う｡
Libera illum, Domine.
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